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四則 川 におけるべ ニザケ 増殖 

浦 和 茂 彦 

SHgehi   o Urawa ． 1991. A re Ⅴ     ew of sockeye sa Ⅰ   on production in the 

Nshibetsu@ Rver@ in@eastern@ Hokkaido ， Japan ， Tech ． Rep ， Hokkai   o@ Sa Ⅰ   on 
Hatchery ， No ． 160@:@ 3-10   

This paper dealed Wth a historical re Ⅴ     ew of》he sockeye salmon pro ， 

duction@@@   the@NsHbetsu@Rver ， eastern@Hokkaido ． No@anadromous@sockeye 

salmon@ population@had@been@distributed@ in@Japan@until@ this@ program@ started   

In@the@summer@of@1961 ， 78,470@kokanee@(landlocked@sockeye)@juveniles@derived 

from@Lake@SHkotsu@were@experimentally@rel   ased@in@the@Nishi   etsu@Ri   er ， of 

which six adults returned to their natal river during the summer of 1965. 

This@ marvelous@ return@ developed@ the@ sockeye@ production@ program@ in@ this 

river ． Appro Ⅹ     mate@@   5.7@ mllion@ smolts@ and@ j   veniles@ were@ stocked@ @@   the 

Nishibetsu@River@between@1967@and@1990 ， and@4,335@adults@migrated@to@the@river 

after@1@ or@2@years@of@the@marine@life ． The@maximum@returning@rate@recorded 

0.9% for the kokanee stock of 1966 Uood year origi   ati   g from Lake 

Shikotsu ． Although@the@stocked@ fish@ included@ 284,000@ sockeye@smolts@trans   

planted@from@Alaska@between@1968@and@1972 ， the@adult@returns@of@those@sockeye 

salmon@ were@ very@ scanty@ except@ for@ the@yearling@ smolts@ of@ 1968@ brood@ year 

whose@ returUng@ rate@ was@ 0.5% ， Infectious@ hematopoetic@ necrosis@ (IHN) 

occurred@ in@ 1971@ and@ 1972@ among@ hatchery-reared@ kokanee@ and@ sockeye 

juveniles ， and most of kokanees died ． The IHN virus was suspected to be 

introduced@with@sockeye@eggs@from@Alaska   

背 景 湖沼型と呼ばれるが ， そのほか幼魚 期 に河 

陸海里ベニ ザケ ( 、 0 後の ルタれレぬ抑 ㏄ 肋 @  川 生活を送った 後陣 海 するもの ( 河川型 ) 

は北太平洋に 広く分布し， その母川範囲は や ，浮上後短期間で 降 海 する 群 ( 海洋型 ) 

北米でカリフォルニア 州の Klamath Ⅱ l か も知られている (Woodetal ． 1987) 。 ベニ 

らアラスカ州の Yukon Ⅱ l, アジア側では ザケ の陸封型は ヒメ マスとよばれ ， その分 

べ一 リング海北部沿岸からオホーツク 北部 布の南沢 は 陸海里ベニ ザケ よりもやや 広 

沿岸におよぶ (Foerster  l968,  Forrester      北海道の阿寒湖と 網走川上流 チミケッ 

1987) 。 大部分のべ ニザケ幼 佳は湖で 1 年 プ 湖にも犬吠分布していたことが 知られて 

以上淡水生活したのち 陸海する。 これらは いる。 
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ベニザケ はサケ・マス 類の中で最も 消費 

者の需要が高い 魚種の一つであ り， かつて 

多数のべ ニザケ が北洋漁業によって 漁獲さ 

れていた。 しかし国際環境の 変化と共に， 

その漁獲量は 年々減少し ， 代わってアラス 

カより毎年約 10 万トンの べニザケ が輸入さ 

れるようになった。 

日本には べニザケ が犬吠分布していない 

が，陸封型の ヒメ マスが阿寒湖から 日本国 

内の他の湖沼に 移 植 された。 ヒメ マス種苗 

生産制として 重要な役割をはたしてきた 支 

笏湖には， 1894 年から 1932 年にかけて約 80 

万粒の ヒメ マス卵が阿寒湖より 移植され， 

さらに 1925 年から 1933 年にかけてエトロフ 

島のウル モベツ および ルベツ ふ化場より べ 

ニザ ケ卵 約 200 万粒が同 湖 に移植された ( 日召 

和 44 年度北海道さけ ，ますふ化場事業成績 

書 j 。 支笏湖の ヒメ マス資源はこれらが " 創 

始 価   " になったと考えられる。 1961 年 ， こ 

の 支笏湖 産ヒメ マスを陸海型にして 日本に 

して べニザケ 資源を造成しょうとするユニ 

ークな試みが 北海道東部の 西 別川 で行われ 

た。 

支笏湖 産ヒメ マスの放流と 回帰 

ヒメ マスを用いて 陸海里ベニ ザケ を作る 

可能性を探るため ， 1960 年秋に支笏湖で 採 

卵された ヒ / マス卵が 虹 別事業場に移送さ 

れ，浮上後 6 カ月間給餌された 後， 1961 年 

8 月に 78,470 尾が 西 別別に試験放流され 

た。 そして 4 年後の 1965 年夏に西 別 Ⅲで べ 

ニザケ 親任   6 尾の回帰が確認された ( 疋田 

1967) 。 この結果を受けて ， 1965 年より 西別 

川を放流河川として べニザケ 生産事業が始 

まり， 1990 年春までに約 569 万尾の幼稚魚が 

放流され ( 表 1), これまでに親魚 4,335 尾 

の母川回帰が 確認された ( 図 1)0 

1960 年の試験放流に 続き， 1967 年 5 月に 

支笏湖産の飼育 1 年魚、 1 万 4 千 尾がス モル 

ト幼魚、 として初めて 西別川に 標識放流さ 

れ， 2 年後に沿岸および 西別川 l で 各 2 尾の 

回帰が確認された ( 北海道さけ・ますふ 化 

場根室文場 1971) 。 

幼魚、 の放流年齢別の 回帰を比較するた 

め， 1967 年 9 月および翌年 5 月には 0 

(0 +) 年魚 19 万 3 千 尾と 1 (1 +) 年魚 

10 万 8 千 尾 がそれぞれ 西別川に 標識放流さ 

れた。 秋 放流 0 年魚の降 海 時期は不明であ 

るが， 春 放流 1 年魚は 5 一 7 月に降 悔 し， 

河口から沿岸を 南下して根室半島にそって 

回遊すると推定された ( 疋田 1969) 。 そし 

て 1, 2 年後，沿岸および 西別川 における 

回帰 親 魚の 総採捕尾 数は， 春 放流 1 年魚群 

で 924 尾 ( 海洋生活 1 年魚 337 尾， 2 年魚 587 

尾 ，回帰率 0 ． 9%), 秋 放流 0 年魚群では海 

洋生活 2 年魚のみ 118 尾 @ 婦 率 0 ． 06%) と 
なった (1972 年北海道さけ・ますふ 化場事 

業管理報告 70 号 ) 。 このように回帰率は 春放 

流 1 年魚で高かったことから ， 1971 年以後 

はほとんどの 種苗が 1 年以上ふ化場で 飼育 

された 後 スモルトに近いステージで 放流さ 

れることになった。 

1969 年における標識回帰 親 魚の時期刺捕 

槙尾数を図 2 に示したが，根室海峡沿岸で 

は 5 月末より標識 魚 が定置網で漁獲され ， 

そのピークは 7 月下旬にみられた。 西別 lll 

河口よ り lokm 上流に位置する 捕獲 場 では 

6 月下句より標識 点 が捕獲され始め。 その 

後捕獲数は増加して 8 月初旬と 9 月初旬に 

ピークとなり ， W0 月 4 日まで捕獲がみられ 
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表 1  面 別 Ⅱ @ に 放流された べ ニザ ケ および ヒメ マス幼魚 ( 昭和 44 年 - 平成 2 年度北海道さ 

け・ますふ化場事業成績 書 ) 。 

Table l. List ofsockeye and kokaneesa@onrelkeased inthe Nishibetsu Ⅲ ver. 

Source 
Mean fork Mean 

Brood yea Ⅰ Date｛f release No released ， of’ish   ge〕ength・ 

L ・ Shikotsu 

L. Shik0tsu 
L. Shik0tsu 
L. Shikotsu 
L.Shikotsu 
L. Shikotsu 
L. Shik0tsu 
Bear@ Lake ， AL 

L. Shikotsu 
N     shibetsu 
L ． Becharof ， AL 

L ・ Shikotsu@ &@ Nishibetsu 

L ． Red ， Kodak@ I ． ， AL 

L. Shik0tsu 
N     shibetsu 
L ． Akalura ， Kodiak@I ． ， AL 

L. Red, AL 
L ・ Shikotsu@ &@ Nishibetsu 

L ・ Shikotsu@ &@ Nishibetsu 

L ・ Shikotsu@ &@ L ・ Mashu 

L ・ Shikotsu 

L.Shik0tsu 
L. Shikotsu 

L. Shiko Ⅰ su 

L. Shik0tsu 
L. Shikotsu 

L. Shikotsu 
L. Shik0tsu 
N     shibetsu 
L.Shikotsu 
N     shibetsu 
L ・ Shikotsu@ &@ Nishibetsu 

L ・ Shikotsu@ &@ Nishibetsu 

N     shibetsu 
N     shibetsu 
N     shibetsu 
Nishibetsu 
Ab 什 a River 
N     shibetsu 
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た 。 このうち 8 月 20 日までに捕獲された 3 

ヰ魚 96 尾および 4 年 在   2 尾が 虹 別事業場の 

湧水泡 ( 水温 10 。 C) で 畜 養され， 10 月下旬か 

ら 11 月始めにかけて 2 万 7 千粒が採卵受精 

された。 これが日本で 最初のべ ニザケ から 

の採卵となったが ， 畜 養中の親 魚 生残率は 

94% と高かった ( 昭和 44 年度北海道さけ・ 

ますふ化場事業成績 書 ) 。 

さらに 1970 年 5 月には支笏湖 産ヒメ マス 

83 万 4 千 尾が虹 別事業場で約 1 年間飼育後 

面 別 川下流に大量放流され ， 1 年後に 3,929 

尾。 2 年後に 182 尾の回帰が沿岸および 母 Ⅱ @ 

で確認された ( 回帰率 0 ． 5% ; 1972 年北海道 

さけ ・ますふ化場事業管理報告第 70 号 ) 。 こ 

れら放流魚は 大型で特殊な 鱗 相を持つこと 

から天然ベニ ザケと 識別可能であ り，北太 

平洋では春から 初夏にかけて 東経 170 度以 

西に分布し， 一部は夏期に 西部 べ一 リング 

海まで北上回遊すると 鱗相 分析によって 推 

定された ( 伊藤 1972) 。 

Ⅰ     gure@2.@ Seasonal@ changes@ in@ the 
catch@ of@ returning@ adult@ sockeye 
salmon@ in@ the@ Nishibetsu@ River 
and@its@estuary@in@ 1969   

図 2  面別別およびその 沿岸における 標 
識 ベニ ザケ の 採捕尾 数の季節変化 

( 北海道さけ・ますふ 化場根室文場， 
1971 より 改写 ) 
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その後も支笏湖 産ヒメ マスを主な種苗 と た ( 表 1) 。 まず，アラスカ 州の BearLake 
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アラスカ産ベニ ザケ の 移殖 

支笏湖 産ヒメ マス由来の種苗に 加えて， 

日本鮪 鱒 資源保護協会の 協力により。 1968 

年より 5 ヵ年計画でアラスカより べニザケ 

卵が移植され ， 1970 年より 74 年にかけて ス 

モルト幼魚 28 万 4 千 尾が 四則 川 に放流され 
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に 遡上したべ ニザケ より 1968 年 8 月に採卵 

された 発眼卵 14 万 4 千粒が北海道に 空輸さ 

れ 虹 別事業場に収容された。 これらのふ化 

率は 44% と低かったが ，浮上した稚魚約 6 

万屋 が 給餌飼育され ， 1970 年 5 月に 5 万 3 

千島 が西別川に 標識放流された。 そして， 

1 年後に 260 尾さらに翌年 14 尾の親魚が 西 

別川 とその沿岸で 捕獲され， アラスカ産ベ 

ニ ザケ の母川回帰が 初めて確認された 
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 「 iguree3.  Comparison  of  cumulative  mortality  (circles)  and 

mean  we@ht  (squares@  of  1970  and  l97l  brood  years 
between  sockeye  salmon  planted  from  Alaska  (closed 
symbols)and  kokanee  salnmon  from  Lake  Shikotsu  (open 
symbols) 「 eared  in  the  N Ⅲ betsu  Hatchery.  Acute  fish 
mo 「 ta    ities  should  比 due  to  infectious  hematopoietic 
necrosis. 

図 3  虹 別事業場で飼育されたアラスカ 産ベニ ザケと 支笏湖底 ヒ 
メ マスの累積死亡率 ( ● ベニザケ ; 0 ヒメ マス ) と 体重 ( ■ 

ベニザケ ; ロヒメ マス ) の季節変化の 比較 ( テータ : 昭和 46, 
47 年度北海道さけ・ますふ 化場事業報告 ) 。 飼育魚の急激な 死 
亡は IHN 症に よ ると判断される。 
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(1972 年北海道さけ・ますふ 化場事業管理 

報告第 70 号 ) 。 回帰率は 0 ． 5% であ り，同じ 

年に放流された 支笏湖底 ヒメ マス幼魚の回 

帰率とほほ同じ 値を示した。 

1971 年 9 月に飼育中のアラスカ 産ベニ ザ 

ケと 支笏湖 産ヒメ マス幼魚にウイルス 感染 

症が発生し，翌年 4 月末の放流時期までに 

累積死亡率はアラスカ 産ベニ ザケ で 26%, 

支笏湖 産ヒメ マスで 97% に及んだ ( 図 3)0 

さらに翌年にも 給餌開始直後より 本病が発 

生し 6 月下旬までに 支笏湖 産 および 西 別 

別 産 稚魚は全滅しアラスカ 産ベニ ザケ 稚 

魚も 67% が死亡した。 これらの原因は 伝染 

性造血器壊死 症 (IHN) ウイルスと判明し 

た ( 木村 1975) 。 虹 別事業場へ移植された 

Lake Red 産 ベニ ザケ 1972 年 級群と 同一採 

卵 群が アラスカの Kitoi Bay Station で飼 

育されていたが (Dr.W.R.Heard,person. 

al communication), 約 W0% の稚魚が死亡 

し ， 原因はアラスカ 初 記録の IHN ウイル 

スであ ることが報告されている 

(Grischk0wsky and Amend l976) 。 他の 

移植群の感染歴は 不明であ るが， アラス； 

産 ベニ ザケ 集団は大部分が IHN ウイルス 

に感染していることから (Grischkowsky 

and Amend l976 ; Meyers et al. 1990), 

IHN ウルイスは移植 卵 と共にアラスカよ 

り持ち込まれた 可能性が高い。 この影響の 

ためか， 1971 年 以後に移植放流された アラ 

スヵ 産ベニ ザケ の母川回帰は 確認、 されてい 

ない 0 

今後の課題 

河川に放流された 支笏湖 産ヒメ マスが陸 

海して，海洋生活 1 一 2 年後に母川回帰す 

ることは生物学的にも 非常に興味深い。 背 

景でも述べたよ う に，支笏湖には 阿寒湖底 

ヒメ マスのほかニトロフ 産ベニ ザケ も移植 

されていることから ，後者の影響を 受けて 

いる可能性が 考えられる。 淡水飼育した 十 

和田湖 産ヒメ マス 1 年魚は 1 月から 5 月に 

かけて海水中で 生存可能であ るが， その海 

水適応能力は 5 月に高まることが 知られて 

いる ( 帰山ら 1987) 。 しかし移植後 10 世 

代以上を経た 現在の支笏湖 産ヒメ マスは 淡 

水 残留性が高いように 思われる。 同 湖で出 

現する ス モルト降下魚は 通常僅かであ り， 

道 東の 塘路 湖に秋放流された 幼魚は高水温 

で不適な生息環境になる 夏期にも多くが 残 

留して 越宴 する ( 帰山・浦和・ 鈴木 1991 

年日本水産学会春季大会口頭発表 ) 。 

天然分布地よりも 南部に位置する 北海道 

におけるべ ニザケ 生産は困難を 伴 3 2 3 で 

あ る。 ベニザケ 生産事業開始以来 2W 年が経 

過したが， 1971 年に 2,600 尾あ まりが母川回 

帰した後は，毎年放流を 続けたにも関わら 

ず，新点回帰数は 停滞した ( 図 l) 。 確認さ 

れた回帰率は 1970 年放流の支笏湖 産ヒメマ 

ス 1 年魚の 0 ． 9% が最高であ り，これは北海 

道における近年のサケ 稚魚の平均回帰率 

@3%) よりも低い。 アラスカおよび ； 

ナダ では大部分のべ ニザケ が海洋生活 2 一 

3 年後母川に回帰するが (Healkeyl987), 

西別川 に回帰するべ ニザケ親魚 はすべて 海 

洋生活が 1 一 2 年であ るため比較的小型で 

あ る。 一般に，天然ベニ ザケ は春から夏に 

海洋より淡水域に 移動し，成熟するまで 湖 

に数カ月間滞在したのち 流入する河川に 遡 

上産卵することが 知られている (Sc0ttand 

Crossmanl973) 。 しかし，湖の 存在しない 
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西 別別では， 回帰 親 魚を捕獲後産卵まで 数 

カ月間 畜 養する必要があ り，畜養中に 大多 

数が死亡した。 そのため，種苗はもっぱら 

支笏湖底 ヒメ マスに頼らざるを 得なかっ 

た。 一方，天然ベニ ザケ の陸海スモルトは 

大部分が体重 20E@ 以下であ ることが知られ 

ているが (Burgnerl987), 西 別別に放流さ 

れた幼魚はかなり 大型であ り ( 表 1), その 

海水適応能力などは 十分に検討されて い な 

かった。 また， IHN 症に加えてせっそ う病 

など細菌感染症が ス モルト変態期の 幼魚に 

しばしば発生し 放流魚の 健苗 性を低下さ 

せた。 

最近になり生態調査や 魚 病 対策が本格的 

に実施されるよ う になり， 1988 年には久し 

ぶりに親魚 570 尾の回帰が四則 川 で確認さ 

れ， 雌 264 尾より 59 万 5 千粒が採卵された。 

これらは 虹別 および 計根 別事業場で飼育さ 

れた後， 1989 年秋に幼魚 4 万屋 が 釧路川水 

系 の 塘路 湖に放流され ，翌年春にも 成長パ 

ターンを変えた ス モルト 25 万屋 が西別川 と 

計 根別川 に放流された。 今後のべニザ ケ親 

魚の回帰と研究成果が 期待される。 
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